











は じ め に
　国際交流基金による2017年の調査では、現在トルコ共和国には全国に中等教





















































1	 	 Bilgin	 Aydın,	 XVI.	 Yüzyıl	 Osmanlı	 Seyahatnameleri	 Hakkında	 ir	 Değerlendirme,	

























































































卒業し 1892 年の時点で第五軍隊少将だった軍人で、本書は 1 巻の中に 3 部が含
まれる形で構成されている。第 1 部は地理学概要 180 ページとヨーロッパ、第
2 部はアジア、アフリカ、第 3 部がアメリカとオセアニアに割かれ、地理的特
徴や歴史概要が説明されるが、記述内容や分量は平等でなく、ヨーロッパ諸国
3	 	 İstanbul,	1286/1869,	2+228	sayfa,	taş	basma,	11	x	16	(8.5	x	13)	cm.
4	 	 第 1 巻	:	Mukaddeme	ve	Avrupa	kısmı:	İstanbul,	Tophane-i	Amire	Matbaası,	1286/1870,	
































cm,	 14str,	 Müellif	 tarafından	 H.1300	 yılında	 İstanbul’da	 istinsah	 edilmiştir.	 İstanbul	
Üniversitesi,	TY,	nr.	6618,	 ikinci	cilt,	 İcmal-i	Coğrafya-yı	Umumi	Atlası,	35	adet	yazısız	















られるアリ・テヴフィク（Ali	Fevfik,	1911 年に健在）が 1888 年に出版した『Yeni	
















































































16)	 cm,	 15str.	 Müellif	 müsveddesi	 olmalı.	 Yap.	 11b-108b	 Avrupa,	 11a–154b	 Asya,	
155a–166a	Afrika,	166–187a	Amerika,	187b-191a	Okyanusya.































23	 Ekmeleddin	 İhsanoğlu(ed.),	 Haz.	 Ekmeleddin	 İhsanoğlu,	 Ramazan	 Şeşen,	 M.	 Serdar	
Bekar,	Gülcan	Gündün,	A.	Hamdi	Furat,	Osmanlı Çoğrafya Literatürü Tarihi (History of  































文研国際研究集会「世界史のなかの明治／世界史にとっての明治」（2018 年 12 月 14 日〜 16
日）予稿集、1–10 頁。



























Bovoir」は、1865 〜 1867 年に世界旅行をしたフランス貴族のルドヴィク・ド・
ボーヴォワール公爵	（Comte	Ludvic	de	Beauvoir,	1846–1929）と考えられる。同
公爵は、オーストラリア、インドネシア、タイ、中国、日本を訪問し、旅行記
























スでは 1855 年の中国、2 年後の日本への旅行が連載されたが、オスマンル語訳
では日本の部分だけが抜粋された。Moj とは、1858 年、フランスと江戸幕府の
間にかわされた日仏友好通商条約の締結のため、シャルル・ド・シャッソン
29	 Le	Comte	Ludovic	de	Beauvoir,	Voyage autour du monde: Australie, Java, Siam, Canton, 
Pékin, Yeddo, San Francisco,	Paris,	Plon,	1867.
30	 Doruk	 Akyüz,	 Bir Osmanlı Kurmayının Gözüyle Rus-Japon Harbi: Miralay Pertev 
Bey’in Gözlemleri,	 Dergah	 Yayınları,	 İstanbul,	 2017,	 A.	 Merthan	 Dündar,	 Rus-Japon 
Harbinden Alınan Maddi ve Manevi Dersler ve Japonların Başarlarının Sebebi,	 Gece	
Kitaplığı,	2016.



























理、陸海軍、日本文学、文化、芸術について、第 2 巻は東郷元帥の紹介、8 月
10 日の戦い（1904 年の黄海海戦、日本艦隊のロシア旅順艦隊との交戦）その他の戦
闘について、第 3 巻は旅順港とその守備、図版・地図入り、第 4 巻は戦闘につ
いて、第 5 巻は対馬海戦とバルチック艦隊の最後、ポーツマス条約関連につい
32	 İstanbul,	 Şirket-i	 Mürettibiye	 Matbaası	 1322/1904,	 14	 x	 20	 (9.5	 x	 16)	 cm,	 112	 sayfa,	
resimli.





















スマンル語の著作『Kitabu	 Sırrı	 Tekaddümi-l	 Yaban（日本の発展の秘密の
本）』	35 が出版されている点である。





































































Süleyman,	 生没年不詳、1912 年に健在）による『Mufassal	Yeni	 Coğrafya-yı	
39	 アブドゥルレシット・イブラヒム『ジャポンヤ』小松香織・小松久男訳、第三書館、東
京、1991 年。


































































46	 Minako	 Mizuno	 Yamanlar	 and	 Şüküfe	 Gökçen	 (eds.),	 The Turkish Japanese Factory 




















47	 Rahmi	Yıldızoğlu,	 Soya:	 sınai	 bitkilerden	 soya	 fasulyesi-Japonfasulyesi	 :	 (soya	hispida	
Moench),	Gıra,	Tarım	ve	Hayvancılık	Bakanlığı	Yeşilköy	Tohum	Enstitüsü,	İstanbul,	1936	
fotoğraflı,	43	s.
48	 Inoue	 Masaji,	 Osman	 Derinsu	 (çev.),	 Japonya	 Nüfusu,	 Başvekalet	 İstatistik	 Umum	




51	 (Yazar	belirsiz),	 Japon	efsaneleri	 :	 I.	kamo	 -	Yamato	nasıl	 imparator	oldu?	 -	 II.	 cesur	
asilzade	 ve	 korkunç	 ejderha	 -	 III.	 beş	 fırçalı	 sihirbaz	 -	 IV.	 prenses	 pembe	 gül	 -	 V.	
ejderhalar	kıralın	sarayında,	Kanaat	Kitabevi,	İstanbul,	1938.
52	 Kemal	Kaya,	Dünya	çocuk	masalları	 :	Alman,	Danimarka,	Fin,	Flâman,	İsveç,	İtalyan,	
















Japon	Harbi	1904–1905（日露戦争 1904–1905）』（1943 年）	60 も、版を重ねて出版さ
れている。
　1937 年には、トルコ政府供出金によるエルトゥールル号慰霊碑が完成し、除














59	 Pertev	 Demirhan,	 Japonların	 Asıl	 Kuvvetleri:	 Japonlar	 niçin	 ve	 Nasıl	 Yükseldi?,	
Cumhuriyet,	İstanbul,	1937	93	s.
60	 Pertev	Demirhan,	Rus-Japon	Harbi	1904–1905,	Matbaa-i	Ebüzziya,	İstanbul,	1943.

























































67	 Alfred	Bauman,	 Jiu	 Jitsu:	 kendi	 kendini	müdafaa	 sanatı	 :bütün	 dünya	 orduları,	 spor	
klüpleri	ve	okulları	tarfından	ders	programlarına	kabul	edilen	meşhur	Japon	oyunlarının	
incelikleri	ve	tatbik	şekilleri,	Güven	Yayınevi,	İstanbul,	1945,	63s.	resimli.
68	 Şeref	 Karapınar,	 Japonya	 İkinci	 Dünya	 Harbine	 Nasıl	 Girdi,	 Deniz	 Kuvvetleri	
Komutanlığı,	Anlara,	1954.
69	 Fahir	 H.	 Armaoğlu,	 Amerikan	 Japon	 Münasebetinin	 on	 yılı,	 1931–1941,	 Ankara	



























タイフン・アタイの著作『Çin	 işi	 Japon	 işi:	 Cinsiyet	 ve	 Cinsellik	Üzerine	
Antropolojik	Değiniler（中国細工、日本細工：性と性関係についての語呂合わせの
71	 Arata	Osada,	Alaattin	Bilgi	(çev.),	Atom	Bombası	Çocukları,	Sol,	Ankara,	1868.































76	 Tayfun	Atay,	Çin	 işi	 Japon	 işi:	 Cinsiyet	 ve	Cinsellik	Üzerine	Antropolojik	Değiniler,	
İletişim,	İstanbul,	2012.
77	 Oka	Masayoshi,	L.	Perceval,	 (çev.)	Fathi	Naci,	 Japon	Kalkınması	ve	Türkiye,	Gerçek	
Yayınevi,	İstanbul,	1966.




























































お わ り に
　以上、オスマン帝国時代から現代までを概観すると、特にこの 20 年ほど、イ
ンターネットの発達とともにトルコにおける日本研究は長足の進歩を遂げてい
ることがわかる。研究内容も、単なる文化の紹介やトルコ国内啓蒙向けの内容
から、より専門的で国際的レベルでの研究へと変貌した。特に若い世代の研究
者たちは、日本一国の研究にとどまらず、よりグローバルな視点から研究を発
展させている点に注目できる。
　大学間の交換留学やトルコ経済の向上、航空運賃の値下げなどのおかげで、
学生のレベルでも、日本に実際に行ってから興味を持つ者、日本へ留学する学
トルコにおける日本研究　31
生の数も増え、間口は広がっている。近年では、若い世代の日本への興味は、
インターネットゲーム、アニメや漫画などの影響が大きい。しかし、中国語や
韓国語に押され、日本語講座が閉鎖された大学もある。また、現在の日本研究
全体を俯
ふ
瞰
かん
すると、歴史学も含めて、研究テーマが近・現代に偏重しており、
一人を除いて、古代・中世の研究者がほとんどいない点は、これからの課題と
言える。
　日本とトルコは多くの点で類似しており、比較研究も盛んだが、近年のグ
ローバリゼーションの流れは、一国研究、一国対一国の比較研究に止まらない
新たな視点を必要としているように思われる。今後の発展に期待したい。
	 （じらるでっり	あおき	みゆき　トルコ・イスタンブル工科大学	准教授補）
